
フ
ジ
ク
ラ
製

Ｋ
Ｗ
発
振
器
を
追
加

門
型
フ

イ
バ

レ

ザ

小池酸素工業

フジクラ製「ＫＦ－ＤＢＣ」
㊨、門型ファイバーレーザ「ＦＩＢ
ＥＲＴＥＸ－Ｚｅｒｏシリーズ」

　
溶
断
機
メ

カ

大
手
の
小
池
酸
素
工
業
は

フ

イ
バ

レ

ザ
切
断
機
の
発

振
器
に

新
た
に
フ
ジ
ク
ラ
製
の
出
力

Ｋ
Ｗ
﹁
Ｋ
Ｆ
１
２
０
０
０

Ｄ
Ｂ
Ｃ
﹂
を

ラ
イ
ン
ア

プ
に
加
え

受
注
活
動
を
開
始
し
た

フ
ジ
ク
ラ
製
は
既
存
の
８
Ｋ
Ｗ

に
合
わ
せ
て
２
種
類
を
用
意

顧
客
要
望
の
強
か

た
﹁
純
国
産
発
振
器
で
の
高
出

力
化
﹂
に
応
え
た
格
好
だ


Ｋ
Ｗ
発
振
器
は
こ
れ
ま
で
米
Ｉ
Ｐ
Ｇ
社
製
を
採
用


今
後
は
顧
客
の
希
望
に
あ
わ
せ
て
選
択
で
き
る
態
勢
と
す
る


　
日
本
製
と
海
外
製
に
よ

る
発
振
器
の
性
能
・
品
質

の
違
い
は
無
い
が

急
な

故
障
や
ト
ラ
ブ
ル
と
い


た
万
一
の
際
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
や
ア
フ
タ

フ

ロ


の
レ
ス
ポ
ン
ス
が
速
い

な
ど
サ

ビ
ス
対
応
面
で

は
純
国
産
の
ほ
う
が
優
位

な
点
も
あ
り

顧
客
の
評

価
や
期
待
度
も
高
い


　
こ
う
し
た
市
場
ニ

ズ

を
踏
ま
え

小
池
酸
素
工

業
で
は
フ
ジ
ク
ラ
製
８
Ｋ

Ｗ
発
振
器
︵
Ｋ
Ｆ

８
０

０
０
Ｄ
Ｂ
Ｃ
︶
を
採
用
し

た
門
型
フ

イ
バ

レ


ザ
切
断
機
を
開
発
し

２

０
２
１
年
秋
か
ら
販
売
を

開
始

そ
の
後
も

高
出

力
化
に
対
す
る
要
望
が
多

か

た
た
め
今
回

新
た

に

Ｋ
Ｗ
発
振
器
も
ラ
イ

ン
ア

プ
し
た


　
レ

ザ
ビ

ム
を
さ
ま

ざ
ま
な
形
状
に
可
変
す
る

小
池
酸
素
工
業
独
自
の
Ｄ

Ｂ
Ｃ
︵
デ

ア
ル
ビ

ム

コ
ン
ト
ロ

ル
︶
技
術
を

活
用
し

軟
鋼
Ｓ
Ｓ
材
の



厚
や
国
内
高
炉
製
の

建
築
構
造
用
規
格
厚
板

﹁
Ｓ
Ｎ
４
９
０
Ｃ
材
﹂
の



厚
の
高
品
質
切
断
の

ほ
か

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
切

断
技
術
で
橋
梁
用
塗
装
厚

板
︵
ジ
ン
ク
リ

チ
プ
ラ

イ
マ

材
︶
を

塗
装
部

分
の
剥
離
︵
先
行
焼
き
︶

無
し
で
高
速
・
高
精
度
切

断
を
実
証
済
み


　
今
回
の
追
加
で

同
社

の
門
型
フ

イ
バ

レ


ザ
﹁
Ｆ
Ｉ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｘ


Ｚ
ｅ
ｒ
ｏ
シ
リ

ズ
﹂

の
発
振
器
ラ
イ
ン
ア

プ

は
①
フ
ジ
ク
ラ
製
８
Ｋ
Ｗ

②
フ
ジ
ク
ラ
製

Ｋ
Ｗ
③

Ｉ
Ｐ
Ｇ
製

Ｋ
Ｗ
④
Ｉ
Ｐ

Ｇ
製

Ｋ
Ｗ


の
４
種

類
と
な

た

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